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安心してはいけない

１２月３日、朝日新聞の朝刊一面の「介護保険対象拡大見送り　政府・与党、０５年改正で方針」という見出しに目を奪われた。それによると「新たに負担を求められる若年層の理解を得るのが難しいほか、保険料を半分負担する企業の反発が強く、来年２月の介護保険改正案提出前に政府・与党で合意を得る見通しが立たない、と判断した」とある。また、「与党幹部が２日、厚生労働省幹部に０５年の改正案の本則に拡大を盛り込むのは困難との考えを伝え、厚労省幹部も「客観的に難しい」と基本的に受け入れた」ともある。

しかし、この報道をもって安心してはいけない。すでに厚労省は「グランドデザイン案」を発表しており、それには１割の応益負担、審査会の設置等々、見逃してはならない点が含まれており、通常国会にこれらの改正案が出される予定となっている。また、社会保障審議会もまだ続いており、最終決着したと考えるべきではないし、企業などの反対理由と、私たちが問題視している理由とは質的に全く異なるものであり、ある意味、対極にあるものともいえる。今年度のホームヘルプ財源の大幅な不足をどうしていくか、来年度以降どうしていくかという厳しい課題も待ち受けている。

グランドデザインをよりよいものにしていく視点と、厳しい状況認識をもって今後も取り組んでいく必要がある。

新聞記事でまたまた恐縮です

１２月６日、朝日新聞の朝刊に「障害者差別を条例で排除へ　宮城で全国初、救済機関も設置　本人望まぬ施設入所、不動産の賃貸を拒否」とあった。JDFなど中央の障害者団体の共通する大きな課題として障害者差別禁止法の制定があるが、この宮城県の条例は来年の１０月の施行を目指しているという。差別救済委員会が設置され、差別が認められた場合には是正勧告できるようにするとのこと。今後の運動と施策に大きな影響を与えそうだ。

無年金障害者「救済法」参院で可決成立

　

１２月３日、「特定障害者に対する特定給付金の支給に関する法律」が参議院本会議で可決成立した。

　この問題は、障害連としても古くから取り組んできた課題でもあり、格別な思いがある。また最近では、JDやJDFなどの中央団体も意見書を出していた。

　しかし、年金制度内での全面解決とは言い難く、しかも在日外国人障害者については需給対象からはずされている。手当ての額は障害等級の１級に該当する障害者について５万円、その他の人については４万円と、障害基礎年金額の３分の２程度となっている。

　なお、この法律の成立に際して、この問題に関わってきた１０団体が「抜本的な法の改善」を求める内容の共同声明を出した。

　さらに、在日外国人無年金障害者問題に取り組んできた５団体は、その共同声明とあわせ、「国際人権規約、内外人平等を定めた難民条約等の精神を尊重し、できうる限り早く根本的な対策の実施」を求める抗議声明を出した。

下記の本が発売されています。

支援費風雲録　ストップ・ザ・介護保険統合　　花田　春兆　編　

定価２１００円　現代書館

財源不足から介護保険と障害者の支援費制度とを統合して20歳以上から保険料徴収し、20歳以上の介護の必要な人すべてに保険給付するという案が進行している。理念も制度も違う制度を統合して安心して暮らせる介護保障制度はつくれるのか。様々な立場から検証する。（現代書館のホームページから）

　

　障害者施策が混迷する現在、是非お目通し下さい。










